
68 自治体が提供するごみ分別アプリの使用状況の分析

1．は じ め に

家庭のごみ出しにおいては，ごみ収集日の確認ミス
やごみの出し忘れ，ごみの出し方や分別の仕方がわか
らないなど様々な課題があり，近年多くの自治体にお
いて，出し忘れ防止の通知機能やごみ分別の検索機能
などが登載されたごみ分別アプリが導入されるように
なっている。一方，自治体の視点では，ごみ分別アプ
リを導入することで，紙媒体の広報誌などに比べ，市
民に対しより迅速な情報伝達ができるようになるとと
もに，自治体の業務を効率化・簡易化できるなどの利
点がある。こうしたごみ分別アプリについては，主要
な提供事業者が数社あるが，各社のベースとなるアプ
リに自治体独自の機能を持たせているものもある。ご
み分別アプリとしてどういった機能が提供されており，
また，どのような機能が便利でよく用いられ，市民に
必要とされているかなどについて明らかにできれば，
今後の改善にとって有益である。また，現在，自治体
が導入しているアプリには観光，子育て，防災，行政，
廃棄物など様々な分野のものがある。廃棄物分野では，
東北・関東地方を対象として，ごみ分別アプリの導入
状況，機能に関する調査結果が報告されているが1），
全国の自治体を対象とした調査，研究は行われていな
い。
このようなことから本研究では，ごみ分別アプリに
おいて提供されている機能，使用者が便利と感じてい
る機能等を既報2）に引き続き調査するとともに，実際
のアプリの起動回数，各機能へのアクセス数のデータ
を用いて，ごみ分別アプリの使用状況を分析した。
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概 要
近年多くの自治体でごみ分別アプリの導入や導入の検討がなされるようになっている。本研究で

は，ごみ分別アプリにおいて提供されている機能，使用者が便利と感じている機能等を調査すると
ともに，実際のアプリの起動回数，各機能へのアクセス数のデータを用いて，ごみ分別アプリの使
用状況を分析した。その結果，「ごみの出し方一覧機能」「月別カレンダー機能」「ごみ分別辞典機
能」等が便利と思われていること，「ごみ分別辞典機能」「ごみの出し方一覧機能」「お知らせ機能」
等へのアクセス数が多いこと等を示した。
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2．方 法

2．1  ごみ分別アプリの機能の種類と提供割合に関す
る web調査

主要な 2 つのごみ分別アプリ（ごみスケ3），さん
あーる4））やその他のごみ分別アプリを導入している
自治体を対象に，そのごみ分別アプリが登載する機能
とその提供割合（機能採用率）を調査した。調査はイ
ンターネットにより行い，2021 年 12 月に 348 自治体
のごみ分別アプリを調査した。

2．2  ごみ分別アプリの使用実態と必要とされる機能
に関するアンケート調査

ごみ分別アプリを導入している自治体の市民を対象
に，2021 年 12 月にアンケート調査を行った。アン
ケート調査の概要を Table 1に示す。これにより，ご
み分別アプリの使用頻度，機能の使用状況，需要の高
い機能等を把握した。また，使用状況別，アプリ別，
男女別，地域別等での機能の使用状況，需要の高い機
能の傾向を把握するため，クロス集計を行った。

2．3  ごみ分別アプリの起動回数，各機能へのアクセ
ス数の分析

2 つの自治体（A市，B市）を対象に，アプリの起
動回数，各機能へのアクセス数を時系列で分析した。
起動回数に関しては，アプリの累積ダウンロード数で
基準化し，起動回数/累積ダウンロード数の推移を算
出した。また，各機能のアクセス数に関しては，各機
能のアクセス数/累積ダウンロード数，各機能のアク
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ドした人の 2人に 1人が月 1回「ごみ分別辞典機能」
を使っている状況である。5月及び 12 月にアクセス
数が若干増加する傾向が見られるが，5月の大型連休
や 12 月の年末に掃除を行い，その処分方法を調べる
際に「ごみ分別辞典機能」にアクセスしていることが
考えられる。また，アプリの起動回数あたりの「ごみ
分別辞典機能」へのアクセス数を算出したところ，A
市では対象期間の平均で 0.46，B市では 0.28 となった。
使用者がアプリを起動すると，1/4 〜 1/2 が「ごみ分
別辞典機能」へアクセスしていることになる。

4．お わ り に

本研究では，ごみ分別アプリにおいて提供されてい
る機能，使用者が便利と感じている機能等を調査する
とともに，実際のアプリの起動回数，各機能へのアク
セス数のデータを用いて，ごみ分別アプリの使用状況
を分析した。結論は以下の通りである。（1）ごみ分別
アプリの機能に関するweb 調査より，「月別カレン
ダー機能」「週別カレンダー機能」「ごみの出し方一覧
機能」等の計 8機能はほぼすべての自治体で登載され
ていることが分かった。（2）ごみ分別アプリの使用実
態に関するアンケート調査より，「ごみの出し方一覧

機能」「月別カレンダー機能」「ごみ分別辞典機能」等
が便利と思われていることが示唆された。また，「粗
大ごみ申し込み機能」への需要が高いことが示唆され
た。（3）ごみ分別アプリの各機能へのアクセス数の分
析より，「ごみ分別辞典機能」へのアクセス数が最も
多く，「ごみの出し方一覧機能」「お知らせ機能」も一
定のアクセス数であった。
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